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斎場御獄の デジタル ア
ー カ イ ブ化 と 多様な利 ・活用 の 在 り方 に つ い て

前城盛雄 ＊ 1 、稲福純夫 ＊ 2 、井 上 透、加治工 尚子 、眞喜志悦子 ＊ 3

〈概要 〉 斎場御嶽や琉球 土 国時代 の グス ク等の 文化財は世界遺産登録 され た。伝統 ・文化に関す

る教育の 実践が求め られ て い るが、斎場御嶽 の 現地調査や オ ー
ラル ヒ ス トリ

ーをもとに 、斎場御

嶽 に つ い て の 教材 をデ ジ タル ア
ー

カイブ化 した 。 そ の 利 ・活用 に つ い て 調査研 究 した の で報告す

る。 なお 、教材 の 内容 は小学生高学年、中学生を想定 した もの である。

〈 キ
ー

ワ
ー

ド〉 　琉球王国 、 伝統文化、世界遺産、文化情報、デジタル ア ーカ イ ブ

1．は じめ に

　島嶼県沖縄 にお ける 「デジ タル アー
カイブ と

教育」 の
一

環 と して 、 世界遺産 ・斎場御嶽 の 教

材をデ ジ タ ル ア
ー

カイ ブ 化 した 。 特 に 斎場御嶽

を訪れ 体験学習が 困難な離島 の 学校 で 利 ・活用

で き る デ ジ タ ル 教材づ く り をめざ した。

　また、斎場御嶽に つ い て 、学校 の 教材、修学

旅行 の 事前学習教材 と して 、斎場御嶽の 様子 を

デ ジ タ ル ア ーカ イ ブ化 し た 教材で T一ど も た ち

が学習が で きる よ うに した い 。

2 ．教材の 構成

小学生高学年
・中学生用学習材

（1）　 斎場御嶽 （セ ーフ ァ ウ タ キ ）を研究

　　　し よ う ！

〔D彳卸嶽 （ウタキ） とは ？

  なぜ斎場御嶽 とよばれ るの ？

  なぜ琉球 で最高 の 聖地 なの ？

　東御廻 り （ア ガ リウマ
ーイ ）

　聞得大君 （キ コ エ オ オ キ ミ）

　お新下 り （オア ラオ リ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しん い き

  ウタ キ の 中の イ ビ （神 域）とは ？

　 a 大庫理 （ウ フ グー
イ）

　 b 寄満 （ユ イ ン チ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ うえ き

　　 琉球 王 国時代 の 交 易

　 c シ キ ヨ ダユ ル ア マ ガ ヌ ビ
ー

　 d ア マ ダユ ル ア シ カ ヌ ビー

　 e 二 庫理 （サ ン グー
イ）

　 f 「チ ョ ウ ノ ハ ナ 」

  沖纖 の 瀦 が残 る臚轍
　 は っく つ

  発 掘 調査 で マ ガ タマ が 出 た よ ！

（2）斎場御嶽 （セ ーフ ァ ウタキ） の 森には

　　 多 くの 生 き物たちがい ます

  植物の 仲間たち

　 こ t
’，．Vtゆ 1

  昆 虫 やチ ョ ウの 仲間た ち

  は 虫類や 両生類 の 仲間たち

  鳥 の 仲 間たち

  カタ ツ ム リの 仲間 た ち
　 　 に ゆ うる い

  ほ 乳 類 や そ の 他 の 仲間たち

3 ，映像で 見る斎場御嶽の概要

　 （1）斎場御嶽の 静止 両

世界遺産 の 碑 御 門 口

大庫理

（2）斎場御嶽の 動画

斎場御嶽の 杜

＊ 1MAESHIRO　Morio ：沖 縄 女子 短期 大学

＊ 2TNAFUKU 　Sumi。 ：沖縄 女 子短 期 大学

＊ 3LNOUE 　Tooru ，　KAJIKU 　Naoko，　MAKISHIEtsuk 。 ： 岐阜 女子 大学
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（3）静止画で 見る祈りの様子

（撮影 ：前城　2012年 ・2013年）

4 ．比嘉勇仁オ
ー

ラ ル ヒス トリ
ー

　 か っ て、琉球王 府か ら管理 をゆだね られ て

い た久手 堅 ノ ロ の 子孫で あ る比 嘉勇仁氏 か

ら、戦前、戦中、戦後の斎場御嶽の 様子 に つ

い て 語 っ て い ただ き収録 を した。

話 し手 ：比 嘉勇仁氏

　 （ウチナ
ー
名は ン ジ ュ

ー
、 97歳 、 小学校教 員、

　　 知念村議会議長等歴任）

　　 収録 口時
・
条件等 は下記 の 通 りで あ る

撮影 日時 ：2013年7月27 日 （上）10：00：〜12：00

撮影場所 ： 比嘉家 （南城市知念字久手堅92番地）

撮影取材器機 ：デ ジタル ビデオ カ メ ラ1台 、

　　デジ タ ル カ メ ラ 1台、音声 レ コ ーダー1台

収録時間 ： 46分 38秒

　話 し の 内容 は 、 次 の 4 つ の テ
ー

マ に つ い て 比

嘉勇仁氏に 自由に語 っ てい ただいた。
・テ ー

マ 1 「セ ー
フ ァ ウタ キ の 今 と昔」

　　　　　
一

戦前 ・戦後
一

（13分47秒）
・テーマ 2 「幼少期 の 祖父 と祖母 （ノ ロ ） の

　　　　思 い 出 」
一

久 手堅 ノ ロ と斎揚御嶽
一

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 （15分 38秒）

・テ ー
マ 3 「沖縄戦 と斎場御嶽 」 （12分 40 秒）

・テ
ー

マ 4 「斎 場御嶽 と東御廻 り」 （4分33秒）

　収録 し た内容に つ い て は文字起 こ し を行 い 、
テ キ ス トフ ァ イ ル で 保存 し た。

比嘉勇仁 ： 前城 さんか ら私 に対 して サイ ハ

の こ とをお聴 き して い ます の で 、私が知 っ

て い る範囲内でお話 しした い と思 っ て お り

ます 。 聞 い て み ると 、 字は斎場 （サイ ハ ）

と い う字 、
セ ー フ ァ と い う呼び 名は 昔 の

方 々 は セ ーフ ァ と呼ん で お り ますが、し か

し、字 は斎場、今は サ イ ハ とな っ て い ます。

セ
ー

フ ァ の 入 口 は 、身を浄め る 、サイ ハ に

入る ときは 、本当は久手堅 に トウマ ドゥ ン

があり ます。

　そ こ の トウマ ドゥ ン で 拝ん で か らサイ ハ

を拝む よ うになっ て お っ た ん で すが 昔は 、

今は しか し、す ぐサイ ハ に行 っ て拝んでお

るんですが 、 サイハ の 入 口 は ウ ロ
ー

カ
ー

と

い っ て 身 を浄め る井戸 で あ ります 。

　そ れ を身 を浄め て か らカ ミ ミ チ 、 上 の 方

は カ ミ ミ チ （神道 ）で 、 下 の 方 は 百姓 の 通

る 道 に な っ て お ります 。 上 の カ ミ ミチ を通

っ て ウジ ョ ウグチ の 階段 を上 っ て 、そ こ ま

で は
一

般 の 方 は拝む こ とが で きますが、中

に は 男は
一

般は入れ な い とい うこ とで 、そ

こまで し か
一

般は昔は入れなか っ た で す。
し か し、今は 、中に 皆入 る よ うに なっ て ト

ウマ ドゥン を拝まない で、す ぐ向 こ うに拝

みに、拝 んで い るよ うです が、昔は男 は ウ

シ ン チ
ー

して 、女 の 姿 を して 入 れたそ うで

す が 、そ うで な い ときは入れ な か っ たそ う

で す 。

　今 はお賽銭でお金ですが 、昔は線香で あ

りま した。前は線香を とばして お っ た らし

い です が 、あち こ ち火事にな っ てそれ か ら

線 香 を灯 さな い で 拝む よ うに な っ て 、そ こ

の 線香は ヌ ン ドゥン チ が、ノ ロ が ウサ ン デ
ー

を下げる こ とが で きるん で す が 、
一

般 の

人はぜんぜ ん取れなか っ た です 。 そ し て 、
ノ ロ がまた昔 の たば こ を つ け る線香 こ れ で

や っ て お りま した の で 、み ん なが また ノ ロ

の とこ ろ に 来 て 線香 を もらっ て お っ た よ う

で す 。 そ れ か ら ウジ ョ ウグチ を上 っ て い く

と、…　 グ
ー

イ とい うとか 、そ うい うの が

あ ります けれ ども、私 は も うす べ て の 先 生

方が そ こ は研 究 なされ て い る と思 い ます の

で 、 私 は サイ ハ の 昔の ナ ニ を聞 く と、 サ イ

ハ は ア カギ の 木が茂 っ て 天 も見えな い ぐら

い 、昼も暗くて 歩けな い ぐらい とい うふ う

な 山で あ っ た よ うで あ ります。

　そ れ も しか し、そ の lwal しか し、そ の 拝

所 の 周 辺 の ナ ン で あ っ て 、ほ か の 方 は家を

葺 （ふ） く時 に カ ヤ が 必 要で 、そ の カ ヤ 毛

で あ っ た の で あ ります。拝所の 周辺 が山で 、

他は み な カヤ 山。
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オ
ー

ラル ヒ ス トリ
ー

撮影 の 様 子 （写真）

比 嘉家に 残 され た マ ガ タ マ （写 真）

《 オーラル ヒ ス トリ
ー

関連資料 》

　 勇仁氏ヒ ス トリ
ー

　 琉球 王 国 の 神職

　 琉球土 国関連年表

　 久手堅 の ノ ロ

　 琉球王 国の神職組織図

　 沖縄戦関連年表

　 沖縄戦 とf主民 疎開

　 沖縄 の 戦後史関連の 年表

　 ノ ロ とユ タ

　 ア ガ リウマ ー
イ

シ マ ク トゥバ と用語 の 解説

斎場御嶽 の 整備事業

《教材化の候補 》

  斎場御 嶽　斎場御嶽関連年表

　 　　 　　　琉球 開び ゃ く神 話

　　　　　　東御廻 り

　 　　 　　　聞得 大君 とお新 ドリ

　　　　　 斎場御嶽の 地質 と地形

　　　　　 観光資源 と して の 斎場御嶽

　　　　　　斎揚 の 杜と生 き物たち

　 　　 　　　斎場神 社創 ・

「
／：奉賛会

  琉球 ・沖縄の御嶽

  世 界遺 産及 び関連遺産群

5 ．予想 され る効果

　教材 の デジタル ア ーカイブ化に よっ て 、離島

に住む子 供 どもた ち や、心身 の 都合等で 斎場 御

嶽を直接訪 ね る こ とが 困難 な子供 た ち が 、斎場

御嶽 につ い て学ぶ こ とが で きる。い つ で もどこ

で も、学校で も白宅 で も学ぶ こ とが で き る。

同様に 、広 く県外や 世界 の 子供た ち、30万 人 を

超 え る世界 の ウチ ナ ー
ン チ ュ の 子供 た ち が 沖

縄 の 伝統 と．文化に つ い て 学 ぶ こ とが 可能 とな

る。
・各種 メデ ィ ア に よ る教材を揃え る こ と に よ っ

て 、∫
．
供 どもたち が 白分 の 日線 で 、学ぶ テー

マ

を 選 択 し た り、提 供 され た 教材
．
を ベ ー

ス に し て

編集 、加 工 、発表 が で きる よ うに なる。 「総合

的 な学習 の 時 問」や 白由研究等 の 学び の 在 り方

が 、子供た ちが よ り 主体的 、よ り積極的 なも の

に な る。教材 の デジ タル ア
ー

カイ ブ化 は子供 た

ち の 興味 ・関心を大き く広 げ、自らすす ん で 学

ぶ 意欲 を高め る教育的効果が期待で き る。
・電 了

．
黒板 の 導入 で、デジ タル 教材 へ の ニ

ーズ

が
一

層高ま る こ とに なるが、教材 の デジ タル ア

ー
カイ ブ化 は こ の ニ

ーズ に 応え る こ とが で き

る。

教材 改 善の 取 り組み で 広 く県内外 の 指導者 と

の 交流が 可能 となる。
・オーラ ル ヒ ス ト リーに 関し て は 、文字情報 だ

け で は よく伝 わ らな い こ とが 、話 し手 の顔の表

情や身振 り手振 り をみ て 理解を深 める こ とが

で きる。また 、話 し手 の 人生経験を通じ て 、当

初の テ
ー

マ 以 外 の 社会 の 様 子 を知 る こ と が で

きる 。 学ぶ子供たち の 興味 ・関心 を広 げる効果

がある。今回 は、知念か ら佐敷 ・与那原を経由

し て 首里 ま で 行くの に 、 歩 い た り、客馬 車に乗
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っ た り し た戦前 の 交通 の 様 子 な ど興味深 い 内

容があっ た。

6 ，まとめと課題

　斎場御嶽の学習を通 じて 、次世代 の 子供 たち

や離島など の 他 の 地域 の 子供たちが 沖縄 の 伝

統や文化に つ い て 理解を深 め、興味 ・関心 を高

め る こ とを 目指 し た。

　小 中学生 向け の 教材作成 上 の 工 夫 に関 して

は、斎場御嶽に関する独特で難解な用語が多 い

ことか ら、用語 の 表記に つ い ては、漢字にル ビ

を入 れた り、発 音をカ タカナ で表記にする な ど

して 、小中学生 が理解で き るよ うな文 字情報 に

なるよ う心が けた。

　地域 の 伝統 と文化 を学ぶ教材 をデジ タル ア

ーカ イ ブする ため に は 、学習資源 と し て の 地域

素材 デー
タベ ー

ス の 構築を行 うこ とが 基本で

あ る。そ の た めに は 大変困難な取 り組 み にな る

こ とが予想 され る が、地域の 人 々 や子供たち、

行政、学校、図書館 、公民館 、ボラ ン テ ィ ア等

関係者が協力 ・連携 して 、地域素材データベ ー

ス を 「みん なで創 っ て みんな で 利 ・活用す るデ

ジタル ア
ー

カ イブ づ く り」が 大きな課題で ある。

　 また、二 次情報やメ タデー
タの 作成 は専門性

を必要 とする作業で ある。地域素材デ
ー

タベ ー

ス を っ く る こ とは、困難で 膨大な作業で あ る こ

とか ら、デジ タル ア
ー

キ ビ ス トに は協同作業の

中心 となる役割を担える力量が求 め られ る 。

　子供た ち自身が つ くる オ ー
ラル ヒ ス トリー

も重要 な課題 で ある 。 子供た ちが地域 の 伝統 ・

文化 に つ い て、オー
ラル ヒ ス トリ

ーとい う手法

で 、今生 きて い る地域 の 古老や大人か ら直接学

ぶ こ との効果は大きい 。身近な伝統 ・文化に対

す る知識 が広が り理 解が深 ま る とい うだ けで

は な く、撮影、録音 、文宇起 こ し、編集な どの

経験で 情報機 器操作能力 を身に付 ける こ と が

で き、複数 の 子供たちが 連携 ・協力 して取材す

る こ とを通 して コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力や 協

調性 も向上する こ とが期待で きる 。

　 また、地域 の 古老な どに 対す る尊敬 の 念や 、

礼儀等の 心 を育む こ とが で きる こ とも注 口す
べ き で ある 。

　教育課程審議会答申 （昭和 62年）及 び 「我が

国 の 文 教政策」　 （平成7年） で 国際社会の
一一
員

で ある 日本人 は 日本 の 「伝統 」 や 「文化」 につ

い て 、知 っ て い る こ と 「伝統 」 と 「文化」 の 理

解を 深 め 、教育 の 推進 を 図 る こ と が 取 り上 げ ら

れ て い る。改正 教育基本法 （平成18年）で は教

育 の 五 つ の 目標 の
一

つ と し て 「伝統 と文化 を尊

重 しそれ らを育ん で きた我 が 国 の 郷 土 を愛す

る こ と」が明示 されて い る。沖縄の 聖地 で あ り、

世界遺産 でもある斎場御嶽の 歴史的 ・文化定価

値 と共 に 地域学習利用 の 手が か りとな る も の

で ある 。
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5） 『知念村 史』第 1巻資料編 1 知 念村

　　 1989年
6）『知念城跡 ・及び周辺整備基本構想 ・基本

　　 計画』　知念村 1993年
7＞『首里城ハ ン ドブ ッ ク』　首 里城公 園友 の

　　 会 1998年
8）『沖縄県社寺 ・御嶽林調 査 報 告書』　沖縄

　　　 県教育委員会 1980年

9）『東御廻 り等 関連 拝所総合調査 1』　沖縄

　　 県教育委員会 1995年
10）『沖縄 大百科事典』全4巻 沖縄 タイ ム ス

　　 1983年
11＞『みん なの 宝 世界遺産よみ が える琉球の

　　記憶』　小学生高学年用副読本 沖縄県教

　　育委員会 2002年

12）『もっ と知 りた い 世界遺産』 中学生用副

　　 読本 沖縄県教育委員会 2002年
13）『世界遺産 琉球 王 国 の グ ス ク及び関連遺

　　 産群』高校生用副読本 沖縄県教育委員

　　 会 2002年
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